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43　　　 胎盤絨毛 マ ク ロ フ
ァ
ージ の 起源 ・

分化
・成熱 一特に胎生 初期の 卵黄 鑽 造血 と の 関連 va

つ い て
一

日産婦言志39巻臨日寺増干ij

44 　 　 E ・t・・9・np ・ Sitive　feedba ・k（Epf ）

が視床 下 部 を介 す る 可 能性

熊 本大学 ， 同第 2 病 理
＊

片淵秀隆 ， 宮村伸一
， 岡村　均 ， 高橋　潔

★

東 京大学 医学 部附 属病院分 院産婦 入 科

西井修 ， 竹 内 亨 ，岡村 隆 ， 柳沼悉 ， 川名 尚

旧 的】わ れ わ れ は 昨年 の 本学会で Hofbau θ r 細胞

を含め た ヒ ト胎盤絨 毛 マ 如 フ
ァ
ージ （M ．・f）の 細

胞 学的 な らび に機 能的性 状 に つ い て 報 告 した ．今

回は そ の M／ の 起源 の検討を 試み た．

防 渕 ヒ ト胎 盤 （妊娠 6 週〜 42 週）の 絨毛組織 を

電顕 的 に観察 しf 　各種抗 M ／ な ら び に抗骨髄球系

単 ク ロ ー ン 抗 体を 用 い 免 疫組織化 学的ff 免疫電顕

的 に 観察 した。胎生 初期 にお け る胎盤 肱 6 の 起源

を 追求 す る 目的で マ ウ ス の 胎盤 （妊娠第 9 日〜 1呂

日）を 電顕的に 観察 し
，

さ らに 抗 v ウ ス M／ 単 ク

・ 一ン 抗体 F4f 「80 を贋い 免疫組織 化学的検索 を

行 つ た ま た マ ウ ス 胎盤 の 浮遊細 胞 を作製 U ．
・
．P

3− eondi 七 iOned 皿 edj −um に よ る 軟 寒天 法 コ n

二 一形成 （CFU − C）　＄験を行 っ た．

［成劉 妊 娠 6 週 の ヒ ト胎盤絨 毛 の Wtee内eに は赤芽

球 に混 じっ て 小型で偽足様突起を 伸ぱ した未 熟

班 ／が み ら れ
，

ffMC　52 で 弱 陽性像 を呈 した　こ

の 時期 の 絨 毛間質に はす で に M／ がみ られ
r そ の

多 くは成熟 し た超 微形態 を示 し
，

抗 Mガ 単 ク ロ
ー

ン 抗 体 FMC 　 3＆ PHA ［ 2
，
　 PIIAf± 3 は 陽 牲像 の 出 現時

期 に は 差 が あ る が い ず れ も陽性 を呈 し
，
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蛋白 α 鎖 ， MYL4 で も 陽性 像を 示 し た ．

　 マ ウ ズ で は 胎 盤絨毛 の 血 管 内 に 妊 娠 IO 日頃最 も

未熟 な M／ （原始 M ガ）が 卵黄 嚢 よ 塑
一・

日遅 れ て 観

察さ れ ， 第 ユ1 日目 の 胎盤絨 毛間質 に 多数の M ．Ofの

出現が み られ た 。免疫 電顕的 に ∬4／80 は 血 管 内

の 原 始 財 に 弱陽性を呈す るが
，

や が て 間質内に

餌 現 し た M／に は 明瞭 な 陽性像が み ら れ た ，G9 ・v一

喫 験で は 卵 黄 嚢造血 よ り遅れ て M ，萌 珪駆 細胞 の

存在 が 確認 さ れ た．

酷 謝 以 上 の 結 果 か ら胎盤絨毛M ／ 鰐 ド黄嚢起源

の M ．6 前駆細胞に 由来す る可能性が考 察 さ れ た ．

　【目的 】Epfの 機構 を解 明す る た め に 行 な わ れ た
。

　（方 法 ］56入 の 無 月経婦入 と 4 入 の 正 常排 卵 周期

　（卵胞期 ）婦入 を対象に した 。 血 中 LH 　pulseを知

る た め に 留 置静脈針 か ら 20分 毎に 7 回採 血 し た。
こ の 直後 に LHRHIOO ”eを静注 し30分後 に 採 血 し，

こ れ らの 血 中 m 濃 度 の 差 を LHRH 反 応 （LRH ・

R1 ）と し， こ の 50mlU ／ nt未満 を低 反応 ， そ れ 以

上 を高 反応 と し た 。 こ の 後 Estradiol　dipropionate

　5　 MS （ED ）を筋 注 し約 1 週 毎 日採血 して Epf の 有

無 を検索 した 。 3 入 の 無 月経 婦 入 と 4 入 の 正常周

期婦入 で は・ED 筋注後 1週間隔 田 こL｝IRH2591g　de静
注 し30分後 に 採 1血 して ， こ の 期 間中の LRH ・Rl／，

の 変化 を 調 べ た 。

ζ成 績 馴 1｝LH 　pulse が存 在 した 全 て の 婦 入 （27人）
に Epfが 認 め られ ， こ の うち 4人 （15％ ）の LRH ・

R1 は 低反応 で あ っ た。（2）LH 　pulse が存 在 しなか っ

た 婦 人 29人 の うち 10入 （34％ ）に Epfが 認 め られ ，
こ の うち 2 入 の LRH ・R1 は低反応 で あ っ た 。

〔3）LH 　pulse もEpf も存在 しな か っ た 19人 中 8 入 の

LRHeR1 は高反 応 で あ っ た 。 （4〕　．
’
E
’
常排 卵 周 期婦人

の 全 て に Epfが存 在 し LRH ・R ％ は 増 加 し続 けた 。

（5）　Epfが認 め られ な か っ た無 月 経 婦 人 （ 3 入 ）の

LRH ・R ％ は 減少 し続 け た 。

K結 論 コ Epfは LH 　pulseが 存 在す る 時 に 必 ず 出 現

す る eEpf は 1．H　pulse が な くて も 出 現 す る 。
　 Epf

の 出現は ED 投 与 前 の LRH ・R の 大 小 に無 関 係で

あ り ， ED 投 与 中 の LRH ・R が 増 加 し続 け る 時 に の

み 出現す る 。 こ れ ら の 結果 は ， Epf が 出 現 す る時

の LRH ・R の 増 加 に 内因性 の LHRH の 放 出 の 増 加

が 関 与 し て い る こ とを強 く示唆す る。
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